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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波信号経路と、
　コントローラと、
　入力及び出力を有する交流電源と、
　前記交流電源の前記出力に接続される入力と、前記超音波信号経路と前記コントローラ
のための直流電圧を供給するために接続される出力とを有する電源経路と、
　前記電源経路に接続され、前記交流電源が使用不可能であるときに、前記超音波信号経
路及び前記コントローラに直流電圧を供給するエネルギー蓄積装置とを備え、
　超音波システムのオペレータにより入力されたＯＦＦコマンドに応答して、前記プロセ
ッサに電圧が印加されたままの間、前記超音波信号経路への電力の供給を停止するシャッ
トダウンシーケンスを制御するプロセッサを更に備え、
　前記エネルギー蓄積装置は、前記交流電源が使用不可能であるとき、前記シャットダウ
ンシーケンスの間に前記プロセッサに電力を供給する、
ことを特徴とする超音波システム。
【請求項２】
　前記エネルギー記憶装置の容量は、前記シャットダウンシーケンスを実行するために必
要とされる時間及びエネルギーに関連して選択される、
請求項１記載の超音波システム。
【請求項３】
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　前記交流電源のために印加される電圧が前記交流電源から誤って接続解除されたときに
、前記エネルギー記憶装置は、前記プロセッサに電力を供給する、
請求項１記載の超音波システム。
【請求項４】
　前記エネルギー記憶装置は、容量性素子である、
請求項１記載の超音波システム。
【請求項５】
　前記エネルギー記憶装置は、バッテリである、
請求項１記載の超音波システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［発明の分野］
本発明は、超音波診断画像形成システムに関し、特に、迅速に動作状態に電力を供給する
携帯用超音波システムに関する。
本出願は、2000年9月13日に提出された米国特許仮出願シリアル番号60/232,450号の利点
を特許請求するものである。
【０００２】
［発明の背景］
今日の効率的な病院の経営では、超音波システムが携帯可能となったことにより、１つの
実験室又は部門以上で使用することができる。超音波システムは、殆どの時間について放
射線科で使用することができ、たとえば産婦人科に運ばれるか、又は産科検査のときには
分娩室にも運ばれる場合がある。
【０００３】
また、携帯性により、超音波装置は、患者のベッドの傍で使用することができる。これに
より、患者が超音波室に移動する代わりに、超音波システムを患者の方に移動することが
できる。これは、多くの重大な病気をかかえる患者の診断において重要である。医療の緊
急事態では、超音波システムを迅速に移動し、新たな場所で、検査を直ぐに開始すること
が必要とされることがある。
【０００４】
かかるスピード及び便利さに対して障害となるのは、超音波システムのプラグを外して移
動可能となる前の時間のかかるシャットダウンの手順を通して、従来の超音波システムを
オフにする必要があることである。
【０００５】
この遅れは、複雑かつ時間のかかるブートアップ手順を通して超音波システムに電力を供
給することが必要なときに、新たな位置で繰り返される。したがって、これらの時間のか
かるステップを避け、超音波システムを即座に再配置することができ、新しい診断の場所
で即座にスキャニング準備が整うことが望まれる。
【０００６】
［発明の概要］
本発明の概念によれば、超音波診断画像形成システムが記載され、迅速なオフ及び再起動
が可能であり、数秒足らずでスキャニングの準備を整えることができる。これは、システ
ム内のプロセッサ及び／又はメモリが、システムが「オフ」にされたときであっても、ア
クティブなままにすることを可能したことにより達成される。システムがオフにされたと
き、システムの状態は、揮発性メモリ又は不揮発性メモリのいずれかにおいて最小量で保
持され、これにより、システムは、ブートアップ手順全体を通したシーケンスを有する必
要なしに、再起動することができる。
【０００７】
好適な実施の形態では、プロセッサは、バッテリによるバックアップを有しており、該プ
ロセッサは、本超音波システムのプラグが外され、本超音波システムが運ばれているとき
であっても、アクティブ状態のままにすることができる。本超音波システムは、その目的
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地に到着したときには、診断を即座に開始することができる。
【０００８】
［発明の実施の形態］
図１を参照して、本発明に概念による超音波診断画像形成システム１０は、ブロック図の
形式で示されている。典型的な超音波診断画像形成システム１０の構成要素は、図の上部
に示されており、走査ヘッドすなわちトランスデューサ１２、イメージディスプレイ１６
、及びトランスデューサとディスプレイを接続する超音波信号経路１４を含んでいる。
【０００９】
超音波信号経路１４は、トランスデューサ１２による超音波の伝送を制御し、受信された
エコー信号を操縦及び焦点合わせされた信号に成形するビームフォーマ、たとえば、Ｂモ
ード、ドップラーモード、高調波又は基本調波モードといった表示の所望のモードでの可
干渉性エコー信号を処理するプロセッサ、及び２次元画像又は３次元画像、或いはスペク
トルドップラーディスプレイのような処理されたエコー信号から所望のフォーマットの画
像信号を生成するイメージプロセッサを典型的に含んでいる。
【００１０】
超音波信号経路１４は、ユーザコマンドに応答して超音波信号経路の機能に関する全体的
なスキームを指示するシステムコントローラにより、整合されたやり方で制御される。た
とえば、システムオペレータは、ユーザ制御パネル２０にコマンドを入力し、所定のスキ
ャンヘッドを使用して２次元のカラーフロー画像形成を要求する。
【００１１】
システムコントローラは、ビームフォーマを調整することにより、このコマンドに応答し
て、所望のスキャンヘッドを動作及び制御する。シグナルプロセッサを初期化して、受信
されたエコー信号をドップラー処理し、イメージプロセッサをセットアップしてカラーオ
ーバレイとして示されるフローを有するグレイスケールのＢモード画像を生成する。
【００１２】
手押し車式又はテーブル式の超音波システムのエネルギー源は、一般にプラグ４０により
アクセスされる交流ライン電圧である。交流電力は、フィルタリングされ、交流ラインコ
ンディショナ４２により整流される。該コンディショナは、４８ボルトのような直流供給
電圧を生成する。この電圧は、信号経路電源１８に供給され、該電源は、スキャンヘッド
１２及び超音波信号経路１４に電力を供給する。
【００１３】
交流ラインコンディショナ４２は、他の２つの機能を提供し、これらは、異なる交流電源
を感知して応答すること、及び電流と電圧の位相を整合して交流電力のサイクル間の瞬間
的な電流のスパイクを回避するための力率補正を提供することである。交流ラインコンデ
ィショナ４２は、プラグ４０がたとえば１１０ボルト ６０Ｈｚ電源に接続されているか
、２２０ボルト ５０Ｈｚ電源に接続されているかを感知し、いずれかの交流電源から必
要とされる４８ボルトの直流電圧を生成するためのラインコンディショナを構成するため
に応答する。
【００１４】
力率補正は、交流電源システムに対してリアクタンスを有する負荷よりは、むしろより多
くの抵抗を有する負荷として見えることにより、超音波システムに有効に電力を使用させ
る。電源１８は、直流－直流コンバータであり、該コンバータは、超音波システムの異な
る成分及びモジュールについて多数の直流電圧を供給する。たとえば、高レベルの電圧は
、超音波トランスデューサのための駆動電圧として供給され、低レベルの電圧は、システ
ムのデジタル処理回路に供給される。信号経路電源１８は、１０００ワット以上の電力を
手押し車式の超音波システムに供給することができる。
【００１５】
本発明の概念によれば、ＣＰＵボード３０は、超音波信号経路１４に接続されており、該
経路は、超音波信号経路への供給電力の投入及び停止を制御する。以下に記載されるＣＰ
Ｕボードの機能は、特定の実施の形態では、超音波信号経路のシステムコントローラに統
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合される場合があり、該コントローラで実行される場合がある。
【００１６】
図１では、例示及び理解の容易さのために、個別のＣＰＵボードが示されている。ＣＰＵ
ボード３０は、システムコアのチップセット及び基本入力／出力（ＢＩＯＳ）を有するＡ
ＴＸフォームファクタマザーボードのような既製のマザーボードである。ＢＩＯＳは、Ｐ
ＲＯＭ又はフラッシュ記憶装置のようなある種の不揮発性メモリから実行し、ＣＰＵボー
ドに存在するコードである。
【００１７】
ＢＩＯＳソフトウェアは、コールドパワーアップからＣＰＵをブートし、オペレーティン
グシステムを始動する。ＢＩＯＳソフトウェアは、基本的なハードウェア動作及び利用可
能なハードウェアリソースをチェックするような機能を実行する。ＢＩＯＳのベンダーは
、Phoenix、Award及びAmerican Megatrendsを含んでいる。
【００１８】
ＣＰＵボードは、（本実施の形態では、ＣＰＵと呼ばれることがある）ＣＰＵプロセッサ
３１を含んでおり、該プロセッサは、Intel社、Advanced Micro Devices社又はMotorola
社製のようなマイクロプロセッサ、又はＲＩＳＣ（Reduced Instruction Set）プロセッ
サのような制限された機能のプロセッサである場合がある。
【００１９】
ＣＰＵボードは、ＲＡＭ（Random Access Memory）３３を含んでおり、ＣＰＵが不揮発性
ディスクストレージ３４にあるオペレーティングシステムソフトウェアプログラム（ＯＳ
）を実行することを可能にする。このＯＳは、超音波信号経路１４、ディスプレイ１６、
及び以下に記載されるプリンタ及びレコーダのような超音波システムに接続される周辺装
置の様々な動作態様を制御するために動作される。
【００２０】
ＯＳは、プラットフォームソフトウェアと言及され、管理維持機能となる傾向があり、ア
プリケーションソフトウェアを始動するためのインタフェースを提供する。オペレーティ
ングシステムソフトウェアは、ＤＯＳ、Windows(R)95-2000、Ｗindows(R)CE及びWindows(
R)NT、Solaris及びＯＳ２を含んでいる。
【００２１】
ＯＳではなく、所与のタスクを実行するソフトウェアは、アプリケーションソフトウェア
と言及される。アプリケーションソフトウェアの例は、ワードプロセッサソフトウェア、
スプレッドシートソフトウェア、通信又は分析ソフトウェア、及び超音波システムを動作
するカスタムソフトウェアを含んでいる。
【００２２】
例示的な実施の形態では、ＣＰＵボードは、超音波信号経路１４の制御モジュール（Ctr.
Mod）１５として示されている制御インタフェースを介して、超音波信号経路１４に接続
されている。ＣＰＵボードの機能が超音波信号経路に統合される場合、このインタフェー
スの必要は、全体的又は部分的に除去される。
【００２３】
ＣＰＵボードは、信号経路電源１８により電力供給されるが、例示的な実施の形態では、
ＣＰＵボード３０は、それ自身のＣＰＵ電源３２により電力供給される。ＣＰＵ電源は、
電源１８よりも小さな容量を有し、たとえば、２５０ワットの電源である。ＣＰＵ電源３
２は、電源１８のように、直流－直流コンバータであり、該コンバータは、交流ラインコ
ンディショナにより供給される電圧レベルを、ＣＰＵボード３０及び好ましくはディスク
ストレージ３４により必要とされる直流電圧に変換する。ＣＰＵ電源は、交流ラインコン
ディショナに接続され、電源１８と同じやり方で電力投入される。
【００２４】
本発明の別の態様によれば、超音波システムは、オプション的なバッテリ５０を含み、該
バッテリは、電力のバックアップソースを信号経路電源１８及びＣＰＵ電源３２に提供す
る。このバッテリは、バッテリチャージャ５２により充電され、該チャージャは、プラグ
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４０が交流ライン電圧のソースに接続されているときであれば何時でもバッテリが十分に
充電されるように交流ラインコンディショナ４２に接続される。
【００２５】
また、バッテリ５０は、調音装置が存在する場合に駆動モータに接続され、ディスプレイ
１６及び制御パネル２０のような超音波システムの可動部がオペレータの便宜さのために
上昇、下降及び傾くことができる。これにより、システムのプラグが壁のコンセントにセ
ットされていないときであっても、超音波システムの調音要素を移動及び調節することが
できる。
【００２６】
超音波システムは、ネットワーク及び／又はモデムとの接続を有し、これにより、超音波
システムの使用により得られた診断情報を遠隔的に記憶することができ、又は他に供給す
ることができる。また、超音波システムとモデムの接続は、電子メール及び米国特許第5,
897,498号及び第5,938,607号に記載されるような基準画像ライブラリのような、遠隔地の
ソースからの情報を超音波システムに提供することを可能にする。図１に示される実施の
形態では、これらのコネクションは、ＣＰＵボード３０から行われるが、特定の実施の形
態では、超音波信号経路１４からも行うことができる。
【００２７】
従来の超音波システムがオンされたとき、コールドスタートからその全ての機能を初期化
しなければならず、これは、達成するために多くの時間を要することになる。同様に、本
システムがオフされるとき、超音波システムは、時間がかかるシーケンスであるが、長々
しいプロセスを遂行して、その各種のモジュール及びサブシステムへの電力供給を順次停
止する。
【００２８】
本発明の好適な実施の形態では、ＣＰＵボードは、まれに、あったとしても完全に電力供
給が停止されることはない。ＣＰＵボードは、他の構成要素及び超音波システムのサブシ
ステムを制御して、様々な停止状態すなわち全体的に電力供給が停止された状態にする。
また、たとえ自身が停止状態又は低電力状態になったとしても、短い期間又は殆ど瞬間的
な期間で完全な動作に回復することができ、又は超音波システムの残りの部分を回復する
ことができる。
【００２９】
概念では、ＣＰＵボード３０及びそのＯＳ、並びに関連するソフトウェアは、超音波信号
経路１４を含む超音波システムの他の要素を有する中央のプロセッサとしての役割を果た
し、本質的に該中央のプロセッサに対する周辺装置として考えられる。ＣＰＵボードのＯ
Ｓ、及び望むのであればアプリケーションソフトウェアは、全体システムが効率的かつ効
果的に動作するように、ユーザにより指示された制約内で、これら周辺装置の動作状態を
制御する。
【００３０】
これは、超音波システムの他の要素に指示して、準備に関する高レベル状態になること、
又は完全な動作及び異なるレベルの電力消費に戻るために、異なる時間周期を有する様々
な停止状態になること、或いは部分的又は全体的に電力供給が停止されることを必要とす
ることができる。
【００３１】
ＣＰＵボードのＯＳは、他の要素をこのように制御するのみではなく、好適な実施の形態
では、ＣＰＵボードのＯＳは、全体システムが５～１０ワット又はそれ以下の電力を消費
する場合に停止状態にあるとしても、これら同じ制御をそれ自身に課すことができ、かな
りの時間周期についてバッテリ電力により維持することができる。
【００３２】
いくつかの例は、可能な制御の程度を例示する。ＯＳが超音波システムによるインアクテ
ィブ状態の長い周期を検出した場合、徐々に電力供給を停止するか、又は所定のシステム
要素の動作を停止する。たとえば、ディスプレイは、はじめにスタンバイに設定され、後
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に完全に電力供給が停止される。同様の操作は、プリンタ及びレコーダといった周辺装置
にも行われる。これら操作が自動的に実行された後のインアクティブ状態の周期は、シス
テムオペレータにより設定することができる。
【００３３】
再起動するための時間を要さない超音波システムの選択された要素及び主要部分は、数秒
のような短い周期であっても電力供給を停止することができる。たとえば、オペレータが
ディスプレイスクリーンの画像をフリーズしたとき、超音波経路の主要部分は、リアルタ
イムのスキャニングが再開するまで、低電力停止状態に配置される。この停止状態は、オ
ペレータにより通知されず、システムは、常に完全なアクティブ状態に見える。
【００３４】
かかる停止状態は、数秒の周期について続くのみでなく、時間を通してのかかる周期の累
積は、電力消費、並びに構成要素の熱の放出及び消散における大幅な低減とすることがで
きる。システムの他の構成要素は、ネットワーク接続又はモデムのような準備の高いレベ
ルの程度で常に維持され、昼間又は夜間のいずれであっても問合せに応答する。
【００３５】
超音波信号経路は、システムオペレータにより所望される時間フレームで完全な動作に戻
ることができるレベルとは異なるインアクティブな状態レベルに設定される場合がある。
たとえば、超音波信号経路におけるプロセッサは、プロセッサに給仕する不揮発性ディス
クドライブを含んだプロセッサにより制御及びアクセスされる周辺装置への電力供給が停
止されるアイドル状態に設定することができる。プロセッサ及びその揮発性メモリ（ＲＡ
Ｍ）は、完全な動作が殆ど即座に回復することができるように、通常の動作を継続する。
【００３６】
低いインアクティブな状態では、周辺装置への電力供給を停止することに加えて、プロセ
ッサのクロックレートは、インアクティブな周期の間に低いレートに減少される。プロセ
ッサは、プロセッサにより使用される揮発性メモリのように電力投入され続ける。これに
より、１秒以内で完全な動作を続行することが可能になる。
【００３７】
低いインアクティブな状態であっても、プロセッサ自身への電力供給が停止され、環境デ
ータ、すなわちレジスタ値、スタック値及びインデックス値のようなプロセッサの変数デ
ータがＲＡＭに記憶され、該ＲＡＭには電力が投入され続ける。電力がプロセッサに回復
されたとき、ポインタは、プロセッサの環境をシャットダウンの前の状態に回復し、完全
な動作がかなり迅速に再開する。
【００３８】
未だ低いインアクティブな状態であっても、プロセッサの環境は、ＲＡＭに記憶され、Ｒ
ＡＭのデータは、不揮発性のストレージ（ディスク又は、たとえばフラッシュといった半
導体）に記憶される。次いで、不揮発性ストレージ、ＲＡＭ及びプロセッサがシャットダ
ウンされる。動作が開始されたとき、ＲＡＭのデータは、不揮発性ストレージから検索さ
れ、プロセッサの環境が回復され、動作は中断された位置から再開される。
【００３９】
超音波システムのように複雑なマシンでは、異なるプロセッサは、各種プロセッサ及びシ
ステムが完全な動作に戻ることをオペレータが望むスピードにより動作される役割の機能
として選択された、異なるインアクティブな状態のレベルを有する場合がある。たとえば
、システムが１秒以内で完全な動作に戻ることをオペレータが望む場合、ＣＰＵボードの
ＯＳは、キープロセッサの最低のインアクティブな状態を設定し、プロセッサクロックス
ピードが減少され、プロセッサ及びその揮発性メモリが電力投入され続けるようにする。
【００４０】
動作を再開するための長い時間が許容される場合、低いインアクティブ状態が使用される
。システムにより使用されるデータブロックのサイズもまた考慮される。スキャンヘッド
動作のためのビームフォーマを構成するために大きなデータブロックが必要とされる場合
、また、ディスクからのビームフォーマのデータを回復するために必要とされる時間が許
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容されない場合、ＯＳは、連続的に電圧を印加するためにデータが記憶されるビームフォ
ーマのＲＡＭメモリに、ディスクからのデータを回復することを回避させる。
【００４１】
以下の図面は、上述した検討及びオプションの幾つかに従う超音波システムを動作させる
ためのフローチャートを例示する図である。これらの実施の形態は、例示の容易さのため
にＯＳにより本発明の実現を記述する。しかし、構築された発明では、本発明は、ＯＳ、
アプリケーションソフトウェア、ＢＩＯＳソフトウェア、又はそれらの組合せによる全体
又は一部で実現される場合がある。
【００４２】
また、本発明は、ＯＳ制御の代わりに、ＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）制
御のようなハードウェアで実現することもできる。本実施の形態で使用されるように、用
語ＯＳは、これらアプローチのいずれかを言及する。図１ａは、超音波システムのデフォ
ルト動作状態を初期化するためのプロセスに関するフローチャートを例示している。デフ
ォルト動作状態は、オペレータが最も頻繁に使用する典型的な動作状態である。
【００４３】
たとえば、超音波システムのオペレータが産科医である場合、デフォルト動作状態は、特
にカーブドアレイのスキャンヘッドによる産科の検査である場合がある。たとえば、超音
波システムのオペレータが心臓学者である場合、デフォルト動作状態は、フェーズドアレ
イのスキャンヘッドによる心臓のエコー検査である場合がある。デフォルト動作状態は典
型的に初期化され、１回目にオペレータは、超音波システムを使用するが、後に適宜設定
又は変更することができる。
【００４４】
図１ａに例示されるプロセスでは、超音波システムはオンにされ（ステップ１０１）、Ｃ
ＰＵボード及びそのＯＳは、ブートアップされる（ステップ１０２）。ＯＳは、超音波信
号経路を順次ブートアップさせる（ステップ１０３）。超音波信号経路が完全に動作可能
であるとき、その機能がテストされ（ステップ１０４）、システムは完全に機能し、オペ
レータによりステップは選択的にバイパスされる。
【００４５】
次いで、オペレータは、ユーザインタフェースを使用して、デフォルトの検査タイプを選
択する（ステップ１０５）。オペレータが産科医である場合、たとえば、産科の検査が選
択される。また、オペレータは、スキャンヘッドを選択して、選択された検査のために使
用する（ステップ１０６）。
【００４６】
デフォルト動作状態の全ての必要なパラメータがオペレータにより選択されたとき、好ま
しくはＯＳである本超音波システムは、デフォルト動作状態を定義するファイル、本実施
の形態では“DQuickStart”ファイルと言及されるファイルを作成する（ステップ１０７
）。
【００４７】
次いで、ＯＳは、記憶位置にDQuickStartファイルを記憶する。該記憶位置から、必要と
されたときに、好ましくはディスクストレージ３４のような不揮発性ストレージメディア
でDQuickStartファイルは検索することができる。以下に記載される幾つかの条件下で超
音波システムが再起動されたとき、ＯＳはDQuickStartファイルを検索し、予め決定され
たデフォルト動作状態における動作について、超音波システムを初期化する。
【００４８】
従来の超音波システムがオフにされたとき、動作を終了する長い手順を通して進み、モジ
ュール及びプロセッサへの電力の供給を停止していた。電力供給の停止プロセスが完了さ
れたとき、アクティブ状態にある回路のみがバッテリにより電力供給されるチップであり
、該チップは、システムクロック及びカレンダーを維持する。他の全ての回路は、完全に
オフにされる。
【００４９】
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図２ａは、本発明の電力供給が停止される状態を例示しており、該状態から超音波システ
ムの完全な動作が非常に迅速に開始される。従来の電力供給の停止シーケンスとは異なり
、キーとなるシステム回路は、電圧印加され続ける。図２ａでは、ＯＦＦボタンが作動さ
れ（ステップ２０１）、超音波システムは、システムが開始されたときに現在の超音波検
査が継続されるべきかに関して、オペレータに問合せる（ステップ２０２）。
【００５０】
この例では、オペレータは、現在の検査が継続されるべきであることを応答する。現在の
検査についてのアプリケーションデータは、ＲＡＭに保存され（ステップ２０３）、ＯＳ
は、超音波信号経路への電力供給を停止する（ステップ２０４）。また、ＯＳは、ハード
ドライブ（ＨＤ）ディスクストレージ３４を含めて、超音波システムの周辺装置への電力
供給を停止するか、又は停止状態にする（ステップ２０５）。
【００５１】
ＣＰＵのレジスタ値及びスタック値（環境データ）は、ＲＡＭに保存され（ステップ２０
６）、再起動された時に保存された値を使用することをＣＰＵに指示するフラグが設定さ
れる（ステップ２０７）。次いで、ＣＰＵは、エネルギー節約のために低いスロックスピ
ードで計時される（ステップ２０８）。
【００５２】
超音波システムは、図３ａに示されるプロセスに従うことにより、この状態から再起動さ
れる。超音波システムのＯＮボタンが作動されたとき（ステップ３０１）、ＣＰＵは、そ
の通常のクロックレートで計時される（ステップ３０２）。ハードドライブを含む周辺装
置はオンにされ（ステップ３０３）、電力は超音波信号経路に回復される（ステップ３０
４）。
【００５３】
ＯＳは、再起動フラグをチェックして（ステップ３０５）、ＲＡＭから再起動するように
設定されていることを発見する。ＣＰＵのレジスタ値及びスタック値は、ＲＡＭから回復
され（ステップ３０６）、破壊されたデータについてチェックされる（ステップ３０７）
。超音波システムは、一晩中、或いは数日又はそれ以上のように、かなりの時間にそのイ
ンアクティブな状態のままにされているので、データ破壊についてチェックすることは賢
明である。これは、超音波システムが患者の診断情報によるためである。
【００５４】
破壊されたデータが発見されたとき、完全な回復のブートアップが実行される（ステップ
３０８）。データ破壊が発見されない場合、検査の前に記憶されたデータ、アプリケーシ
ョンデータ、及びスキャンヘッドデータは、超音波信号経路に回復される（ステップ３１
５）。これにおり、システムは、オフにされたときに進行されている同じ検査を継続する
準備が整う。
【００５５】
このシーケンス及び以下に記載される他の迅速な開始シーケンスでは、超音波信号経路の
完全な機能をテストするステップ（１０４）は、システム動作の迅速な回復の間に実行さ
れない。これは、かかる自己テストは非常に時間がかかり、所望のシステムから低下させ
るためである。しかし、かかる機能テストは、正確なシステムの機能を継続的に補償する
ために実行されるべきである。
【００５６】
本発明の実施の形態では、かかる機能テストは、バックグランドでのモードトランジショ
ン、或いは画像がスクリーンでフリーズしたときのような周期的なアイドル状態又はイン
アクティブ状態が遭遇された場合のいずれかといったランタイムで実行される。
【００５７】
超音波信号経路の中断されない完全な機能テストは、コールドスタートリブート（cold s
tart reboot）に関して自動的に実行される。システムが使用されないときに夜の間のよ
うな、オペレータにより命令された動作の中断なしに、かかるスケジューリングを実行す
ることができるときに、他の時間では、かかる機能テストは、ＯＳにより断続的に実行さ
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れる。したがって、関連する安全なハザード及びリスクは、周期的ではあるが連続的であ
ることに関して排除される。
【００５８】
これらのプロセスのバリエーションが可能である。超音波信号経路への電力の供給を停止
する（ステップ２０４）代わりに、ＯＳは、超音波信号経路のプロセッサの幾つか又は全
部を、１つ以上のアイドル状態又は低いクロックスピードにするか、或いは他への電圧印
加のままで超音波信号経路のプロセッサの構成要素及びモジュールの幾つかをオフにする
。
【００５９】
たとえば、ビームフォーマのデータを保持する揮発性メモリが、電圧印加された状態にさ
れる場合がある。ＯＳは、制御モジュール１５及びコマンドライン１７により、信号経路
電源１８を命令することによりこれを行い、ビームフォーマのＲＡＭを除いて超音波信号
経路の全ての構成要素への電力供給をオフに切換えることができる。
【００６０】
別の代替に関して、ＣＰＵを低いクロックスピードにスイッチングするよりはむしろ、Ｏ
Ｓは、コマンドライン３６を通してＣＰＵの電源３２にコマンドを発生し、ボードのＲＡ
Ｍを除いた全てのＣＰＵボードの構成要素への電力供給をスイッチする。このアクション
が完全な動作に戻るためにシステムに必要とされる時間を増加する一方で、適切な時間の
間にバッテリ電源により保持される約５ワット又はそれ以下の出力レベルでＣＰＵの電源
を動作させることを可能にする。
【００６１】
図２ｂは、手順を例示しており、該手順により、超音波システムは、準備のロウ状態に「
オフ」にされ、完全な動作に回復されるためにより多くの時間が必要とされるが、「オフ
」にされたときに低い電力消費を示す。オペレータがＯＦＦボタンを作動し（ステップ２
０１）、システムが再起動されたときに現在の検査を継続することを選択したとき（ステ
ップ２０２）、現在の検査のためのアプリケーションデータは、ＲＡＭに保存され（ステ
ップ２０３）、超音波信号経路への電力の供給が停止され（ステップ２０４）、周辺装置
への電力供給が停止され（ステップ２１１）、ＣＰＵのレジスタ値及びスタック値は、Ｒ
ＡＭに保存される（ステップ２０６）。
【００６２】
ＲＡＭに記憶されたデータは、不揮発性ディスク又は半導体ストレージに保存され（ステ
ップ２０９）、動作が再開されたときに、不揮発性ストレージにおけるデータから開始す
るようにＣＰＵに通知するためのフラグが設定される。ディスクドライブ及びＲＡＭは、
電力供給を停止され、ＣＰＵは、低いクロックスピードにスイッチされる。代替的に、再
起動に関して必要とされるデータが不揮発性ストレージに保持されるときに、ＣＰＵへの
電力供給が停止される。これは、ＣＰＵが再起動に関してリブートすることを必要とする
が、システムがオフである場合に電力がＣＰＵに維持される必要としない。
【００６３】
超音波システムは、図３ｂに示されるシーケンスに従い、このオフ状態から再起動される
場合がある。ＯＮボタンが作動されたとき（ステップ３０１）、プロセスは、再起動フラ
グがチェックされるまで（ステップ３０５）、図３ａに示された同じ手順に従う。
【００６４】
ここでは、ＯＳは、「ディスクからの開始」フラグが設定されていることを認識し、続い
て、ハードドライブに記憶されているデータは、ＲＡＭに回復される（ステップ３１６）
。ＣＰＵのレジスタ値及びスタック値が回復され（ステップ３０６）、データ破壊のチェ
ックが実行される（ステップ３０７）。
【００６５】
データ破壊が発見されない場合、検査アプリケーションデータ及びスケジュールデータが
回復される（ステップ３１５）、システムは、前の検査を継続するために再び準備する。
上述したように、超音波信号経路の一部を電圧印加されたままにするか、及び／又はより
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迅速な再起動を可能にするための選択されたアイドルレベルで動作するかといった、バリ
エーションが可能である。
【００６６】
前のシナリオでは、オペレータは、超音波システムが再起動されたときに、システムに現
在の超音波検査を継続させることを選択している。図２ｃは、再起動に応じて同じ検査を
継続することを選択していない場合の１つの可能なシナリオを示している。オペレータが
この選択を行うとき（ステップ２０２）、最も最近の検査として同じタイプの検査が再起
動に応じて使用されるかに関して、システムは問合せる（ステップ２１２）。
【００６７】
特定のタイプの心臓の検査のために超音波システムをオペレータが日常使用する場合、選
択は、どの検査が既に完了しているかに関して、同じタイプの心臓の検査について、シス
テムを再起動するために行われる場合がある。しかし、オペレータが異なる検査を求める
場合、次回は、システムは使用されるか、どのタイプの検査がシステムにより次回実行さ
れるかが確かではない。図面に示されるように、オペレータは、“No”と回答する。
【００６８】
ＯＳは、DQuickStartファイルについてフラグを設定することにより応答し（ステップ２
１３）、超音波信号経路への電力供給を停止し（ステップ２０４）、ハードドライブを含
めた周辺装置への電力供給を停止し（ステップ２０５）、ＣＰＵを低いクロックスピード
に設定する（ステップ２０８）。
【００６９】
システムが再起動されたとき、超音波システムは、図３ｃに示されるシーケンスに従う。
ＯＮボタンが作動されたとき（ステップ３０１）、ＣＰＵは、その通常のクロックスピー
ドに戻り（ステップ３０２）、ハードドライブ及び周辺装置がオンとなる（ステップ３０
３）。超音波信号経路はオンにされ（ステップ３０４）、ＯＳは再起動フラグをチェック
する（ステップ３０５）。
【００７０】
DQuickStartフラグのセットの発見に応じて、DQuickStartファイルは、不揮発性ストレー
ジから選択され（ステップ３０９）、予め設定されたデフォルト動作パラメータが実現さ
れる。超音波信号経路は、デフォルト検査アプリケーションを開始するために調整され（
ステップ３１０）、ビームフォーマは、デフォルトスキャンヘッドを動作するためにセッ
トアップされ（ステップ３１１）。又は、デフォルトスキャンヘッドが使用不可能であれ
ば、超音波システムに現在接続されているスキャンヘッドを動作するためにセットアップ
される。超音波システムは、デフォルト検査を実行するための準備が整う。
【００７１】
前の例に関して、このシナリオのバリエーションが使用される場合がある。ＣＰＵを低い
クロックスピードにスイッチングする代わりに、DQuickStartファイルが不揮発性ストレ
ージに記憶されるときに、再起動フラグのみが維持される必要があり、ＣＰＵボードをオ
フにすることができる。これは、ＣＰＵボードがリブートされなければならないので、再
起動するためのより多くの時間を要する。
【００７２】
より高速の再起動を行う別の代替に関して、電力供給の停止のシーケンスの間にDQuickSt
artフラグを設定する代わりに、DQuickStartファイルのパラメータは、ＲＡＭにロードす
ることができ、再起動に応じてストレージからDQuickStartファイルをコールする必要な
しに、ＯＳがDQuickStartアプリケーションを即座に実現することができるように、ＲＡ
Ｍへの電力が維持される。
【００７３】
図２ｄは、超音波システムが再起動した時に完了される同じタイプの検査を開始すること
をオペレータが選択したときに生じるイベントのシーケンスを示している。オペレータが
この選択を行ったとき（ステップ２１２）、ＯＳは、CQuickStartと呼ばれるファイルを
構築する（ステップ２１４）。該ファイルは、使用されたスキャンヘッドを含む、完了さ
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れた検査のタイプに関するパラメータを含んでいる。
【００７４】
CQuickStartファイルは、ディスクに保存され（又は、上記代替の１つでは、ＲＡＭに記
憶される）、フラグは、CQuickStartファイルについて設定される（ステップ２１５）。
超音波信号経路への電力の供給が停止され（ステップ２０４）、ＣＰＵは、低いクロック
スピードに設定される（ステップ２０８）。
【００７５】
図３ｄに示されるように、超音波システムがオンにされたとき（ステップ３０１）、通常
のクロックスピードが再開され（ステップ３０２）、ハードドライブ及び周辺装置がオン
にされ（ステップ３０３）、超音波信号経路がオンにされる（ステップ３０４）。ＯＳは
、再起動フラグをチェックし、CQuickStartフラグが設定されていることを発見する（ス
テップ３０５）。
【００７６】
ＯＳは、ディスクからCQuickStartファイルを検索し（又は、ＲＡＭに記憶されている場
合に即座に実現し）（ステップ３１２）、CQuickStartファイルにより識別される検査ア
プリケーションを開始し（ステップ３１３）、該ファイルにより識別されたスキャンヘッ
ドについてビームフォーマをセットアップすることを含む（ステップ３１４）。図２ｃ及
び図３ｃの前のシナリオに適用可能な代替は、このシナリオにも適用可能である。
【００７７】
上述したように、ＯＳが超音波システムの異なる構成要素への電力供給を停止するとき、
ＯＳは、ユーザにより必要とされる時間フレームにおける完全な動作に戻ることを可能に
するアイドルレベルに該構成要素に電力供給する。超音波システムの異なる要素は、異な
るアイドルレベルに設定される場合があり、これらのレベルは、異なるユーザが、超音波
システムが再起動しなければならない時間についての異なる要求を有するときに、異なる
ユーザについて変化する場合がある。
【００７８】
また、ＯＳは、ビームフォーマのメモリへの電力を維持する例により前に例示されたよう
に、実行される機能のタイプの考慮において、システムの異なる構成要素への電力の供給
を停止する。
【００７９】
図４は、この別の例を例示している。ネットワーク又はモデムを通して外部にアクセスさ
れる超音波システムは、遠隔的に問合せされる度に利用される必要がある。たとえば、遠
隔的な診断は、超音波システムがたとえば、米国特許（出願シリアル番号09/534,143）に
記載されるように使用されるとき、夜に実行される場合がある。
【００８０】
別の例のように、診断外科医は、その日の間に超音波実験が終了した後に、彼の家から超
音波システムに記憶された画像を検討することを望む場合がある。かかるシナリオは、米
国特許第5,851,186号に記載されている。これらのケースでは、超音波システムは、本質
的に１日２４時間「オンコール」である。このモードでは、超音波システムがその日の終
了でオフされたとき、ネットワークインタフェース又はモデムは、終了状態又は電力供給
が停止された状態にあるが、コールされた場合に完全にアクティブであるようにネットワ
ーク又は電話がアクティブであることに気付いている。
【００８１】
ＣＰＵは、ネットワーク又はモデムからの中断に応答し続けて、外部の問合せを処理する
限り、低い電力状態又はオフ状態にすることができる。ＣＰＵそれ自身は、アイドル状態
において（たとえば、低いクロックスピード）、かかる中断に応答することができ、ＣＰ
Ｕボードのチップセットは、かかる中断に応答して、ＣＰＵを再起動することができる。
あるケースでは、ＣＰＵボードのＢＩＯＳソフトウェアをプログラムして、これらの中断
を処理することができる。
【００８２】
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例として、外科医は、彼の家のコンピュータを使用して、超音波システムによる前日の仕
事に必要とされた画像を見ることを望む。外科医は、図４に示されるような、ネットワー
ク接続又はモデムのいずれかを通して超音波システムに接続する。これらは、ＣＰＵボー
ドに中断を送出する（ステップ４０１）。
【００８３】
ＣＰＵへの電力供給が停止され、低いクロックスピードにされる場合には、ＣＰＵは、そ
の通常のクロックスピードを再開することにより、中断に応答する（ステップ４０２）。
ＣＰＵがオフにされる場合、ＣＰＵボードのチップセットは、ＣＰＵを再起動することに
より、中断に応答する。要求に応答することが必要とされる場合、ＷＥＢアプリケーショ
ンを実行してインターネットブラウザに応答することが必要な場合があるので、ハードド
ライブ及び他の周辺装置は、オンにされる場合がある。
【００８４】
ＯＳは、超音波画像が記憶されるメモリ装置をオンにする（ステップ４０３）。図１の例
では、超音波画像は、超音波信号経路及びＣＰＵボードに接続される画像記憶２２に記憶
される。次いで、ＯＳは、ＷＥＢアプリケーションソフトウェアのような、要求に応答す
ることが必要とされる通信ソフトウェアを実行する（ステップ４０５）。
【００８５】
上述した特許に記載されるように、ＷＥＢサーバは、画像ファイルインデックスを所望の
画像を選択する外科医に送信することができる。次いで、所望の画像は、画像メモリ又は
ディスクから検索され、ネットワーク、モデム又はインターネットを通して外科医に送信
され、次いで、該外科医は、彼の家のコンピュータのスクリーンに表示する。通信が終了
した後、ハードドライブ、画像メモリ、周辺装置及びＣＰＵは、再び電力供給が停止され
、低い電力状態における次の問い合わせが待たれる。
【００８６】
システムへの電力供給を選択的に開始及び停止する能力を有する超音波システムにより、
図５に示されたような手順を採用して、所定の時間で超音波システムを自動的に再起動す
ることができる。これにより、一晩中使用されないときに、超音波システムをシャットダ
ウンすることができ、超音波実験が次の日に開かされる場合には、スキャニングのための
準備を整えることができる。
【００８７】
超音波システムがオフされるときに、オペレータは、超音波システムのためのコマンドを
入力し、指定された時間及び日付で再起動する。超音波実験が次の日の午前８時に開かれ
る場合、超音波システムを午前７時４５分にオンにして、システムが午前８時でスキャニ
ングの準備が完全に整うように、自己診断を実行することが望ましい。
【００８８】
オペレータが超音波システムをオフにしたとき、デフォルト検査又はカスタム検査のため
にシステムを再起動させるための選択が行われ（前に説明したような最も最近に実行され
た検査を含む）、適切なQuickStartファイルが指示される。次いで、システムは、所望の
アイドルレベルにシャットダウンされる。この例では、ＣＰＵは、低いクロックスピード
にスイッチされる。
【００８９】
超音波システムにおけるタイマは、ＣＰＵボードに実現される場合があり、時間のトラッ
クを保持して、適切な開始時間となったときに、タイマは、中断をＣＰＵボードに送出す
る（ステップ５０１）。中断に応答して、ＣＰＵは、通常のクロックスピードに戻り（ス
テップ５０２）、ＯＳは、ハードドライブ及び周辺装置をオンにする（ステップ５０３）
。
【００９０】
次いで、ＯＳは、フラグがデフォルト検査又はカスタム検査について設定されているかを
知るためにチェックする（ステップ５０４）。デフォルト検査が指示されている場合、超
音波信号経路は、オンにされ（ステップ５０５）、DQuickStartファイルが検索される。
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ビームフォーマは、デフォルト検査において使用されるスキャンヘッドのためにプログラ
ムされ（ステップ５０８）、デフォルト検査のアプリケーションが超音波システムに関し
てセットアップされる（ステップ５１０）。システムの機能のうちの完全な自己テストが
実行される場合がある。次いで、超音波システムは、オペレータが使用するために到達し
たときに、スキャニングのために完全に準備される。
【００９１】
カスタム検査が設定されていることをＯＳが発見したとき、超音波信号経路はオンにされ
（ステップ５０５）、CQuickStartファイルが検索される（ステップ５０７）。該ファイ
ルは、オペレータがはじめに実行したい検査のパラメータを含む。ビームフォーマは、カ
スタム検査のスキャンヘッドのためにプログラムされ（ステップ５０９）、カスタム検査
のアプリケーションは、超音波システムに関してセットアップされる（ステップ５１１）
。システムの機能の完全な自己テストが実行される場合がある。したがって、超音波シス
テムは、超音波実験が朝に開かれるとき、システムを一晩中完全に電力供給したままにす
ることなしに、即座に使用するための準備が整う。
【００９２】
上述したように、高性能の超音波システムは、使用されないときであっても、約１０００
ワットの電力を消費する可能性がある。この電力消費は、費用を伴う実験室又は病院の空
調システムにより消散される加熱効果を生じる。さらに、システムにおける構成要素の加
熱は、構成要素の寿命を短くし、システムの信頼性の低下につながる。
【００９３】
図６は、この費用及び不必要な構成要素の加熱の消散を低減するためのアプローチを例示
するものであり、時間の周期の間に不使用とされるときにそのモジュール又はサブシステ
ムを斬新にオフにする超音波システムのためのものである。好適な実現では、ユーザには
、かかる斬新なシャットダウンを作動及び不作動にし、斬新なシャットダウンを始める前
に経過する時間を選択し、シャットダウンの連続するステップの間の時間経過を選択する
ための機会が与えられる。
【００９４】
システムの様々な個性要素がシャットダウンする順序は、変更することができる。図６の
斬新的なシーケンスでは、シャットダウンすべきはじめの構成要素はディスプレイ装置で
あり、該装置は、はじめにスタンバイされ（ステップ６０１）、更なる時間経過の後に完
全に電力供給が停止される。
【００９５】
更なる時間の後、ＯＳは、プリンタ及びレコーダのような超音波システムの周辺装置への
電力供給を停止する（ステップ６０２）。更なる時間の後、保存されていない検査データ
、及びＣＰＵのレジスタ値及びスタック値（環境データ）は、ＲＡＭに記憶され（ステッ
プ６０３）、ＲＡＭのデータはディスクに保存される（ステップ６０４）。
【００９６】
超音波信号経路は電力の供給が停止され（ステップ６０５）、ＣＰＵボードの周辺装置及
びハードドライブは、電力の供給が停止される（ステップ６０６）。最後に、ＣＰＵは、
アイドル状態に設定され、この例では、低いクロックスピードに設定される（ステップ６
０７）。超音波システムは、５ワット以下という少量の電力のみが消費されるが、ＣＰＵ
にはなお電圧が印加され、比較的短い時間で超音波システムを再起動することができる。
【００９７】
図６のシーケンスのバリエーションでは、ＯＳは、超音波システムに関する使用を連続的
にモニタし、低い全体の電力消費及び構成要素の加熱に作用する状況が許す場合に、モジ
ュール及び構成要素をオン又はオフにする。モジュール及びサブシステムは、数秒、及び
これを達成するために可能な数秒以内の間に低い電力状態にされる。
【００９８】
たとえば、オペレータは、実時間の画像形成を中断して、ディスプレイスクリーンの画像
をフリーズする場合がある。この状態を感知して、ＯＳは、ディスプレイ１６、フリーズ
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された画像が記憶される画像記憶２２、画像表示信号をシステムのビデオドライバのよう
なディスプレイに印加する超音波信号経路の一部への電力を維持する。送信及び受信ビー
ムフォーマは、リアルタイムの画像形成が停止されているので、超音波信号経路１４の信
号及び画像処理部分のように、このとき低い電力状態であるインアクティブな状態に設定
することができる。
【００９９】
オペレータに対しては、この停止状態は、オペレータが命令したときに、フリーズされた
画像がディスプレイに維持されるので、透明（トランスペアレント）な状態である。これ
は、電力消費、及び低い電力状態にされている超音波信号経路１４のそれらのサブシステ
ムの加熱を低減する。超音波信号経路の１２００ワットの消費は、たとえば、２００ワッ
トまで瞬間的に減少することができる。
【０１００】
オペレータが画像をフリーズせずに、リアルタイムな画像形成を再開したときに、低い電
力サブシステムは、オペレータに明らかなシステムの動作において中断することなしに、
完全な動作まで即座に回復される。時間全体を通して、電力消費におけるかかる周期的な
減少は、加熱を減少し、超音波システムにより課される空調の負荷を低減することと同様
に、超音波信号経路の構成要素の寿命を長くすることができる。
【０１０１】
システムの電力消費におけるかかる周期的な低減は、超音波システムにより放出される熱
を減少する一方で、この能力は、可聴の放出を低減するために使用される場合もある。超
音波システムを動作することにより生じる雑音は、電子部品及び電源を冷却するために使
用されるファンのハミングである。超音波システムの全体の電力消費及び構成要素の加熱
が減少されるとき、ファンの冷却に必要が同様に低減される。
【０１０２】
個々の構成要素、モジュール又はサブシステムは、短いインターバルの間であっても、電
力供給が停止されるか又はオフにされるとき、それらを冷却するために使用されるファン
は、減少されたファンのスピードで動作することができ、または、周期的にオフにするこ
とさえもできる。
【０１０３】
したがって、超音波システムにおける熱のレベルは、ＣＰＵボードのＯＳによりモニタす
ることができ、冷却ファンのスピードは、可能であるときに調節される。３０分の超音波
検査の間に、システムオペレータは、動作状態を変え、フリーズした画像に関する測定を
行い、患者に話しかけ、及び他の非実時間のスキャニング行為の時間の半分を費やしてい
る場合がある。ＯＳによるこれらの状況の利点が考慮され、超音波システムが制御される
。これにより、必要とされるときだけ完全に動作可能にすることができる。これは、等価
な量による熱及び雑音の公害における低減に繋がる。
【０１０４】
図１の実施の形態は、バッテリバックアップ、交流電源利用不可能なときに、周期の間に
超音波システムのキー要素を保持することができる仮の電源を含んでいる。システムがそ
の交流電源にプラグが差し込まれていないときであっても、ＣＰＵ及びＲＡＭのようなキ
ー要素を保持するためのこの機能は、超音波システムを移動すること、現在の病院の必要
に適合するために非常に迅速に再起動することができる。
【０１０５】
本特許の冒頭で説明されたように、超音波システムを病院のある領域から別の領域へ迅速
に移動して、できるだけ速く病院の別の部門での診断を実行することが必要な場合がある
。しかし、このことは、超音波システムが、オフにされてプラグが抜くことができる前に
、長々しいシャットダウン手順を通して処理しなければならないとき、及び新たな位置で
の再起動時に長々しいブートアップを行わなければならないときに行うことができない。
【０１０６】
前のフローチャートに示されるプロセスの使用による図１に示される超音波システムは、
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これらの遅延なしに即座に移動することができる。たとえば、超音波システムが超音波実
験室から即座のスキャンのための産科の分娩室に移動するように呼ばれたとする。オペレ
ータは、ＯＦＦボタンをタッチし、超音波システムのプラグ４０を壁から引っ張り、シャ
ットダウン手順が生じることを待つことなしに、産科棟に移動し始める。
【０１０７】
プラグが引っ張られたときに、超音波システムは、そのバックアップバッテリ電源にスイ
ッチし、移動されているときに、超音波システムは、上述したシーケンスのうちのいずれ
か１つを使用して、自身をシャットダウンする。超音波システムは、（この例では、産科
検査である）デフォルト検査、又はたとえば、最も最近に使用された検査に再起動するた
めに、自身をシャットダウンすることができる。
【０１０８】
好ましくは、これらの条件下での超音波システムは、ＣＰＵを完全にシャットダウンしな
いが、ＣＰＵ及びそのＲＡＭを電圧印加されたままにし、これにより、システムは、緊急
の検査のために産科の棟に到達したときに即座に再起動することができる。望むのであれ
ば、ＯＳは、そこから殆ど即座に完全な状態に戻ることができる準備に関するハイ状態に
電力供給を停止することにより、シャットダウンシーケンスの間に交流電力の損失に応答
するためにプログラムすることができる。
【０１０９】
たとえば、交流電力の損失を感知することにより、又はバッテリ電力へのスイッチを感知
することにより、シャットダウンの間に投じられた問い合わせへのオペレータの応答がな
いことを検出することにより（たとえば、同じ検査を再起動するか）、ＯＳは、できるだ
け十分なバッテリ電力を維持するために利用可能であるために、超音波システムにおける
全てのプロセッサ及び揮発性記憶装置（ＲＡＭ）への電力を維持することを継続する。
【０１１０】
別の例に関して、超音波システムは、不注意の交流電力の損失を受ける場合がある。たと
えば、交流電力コードが壁から偶然にも引っ張られたか、交流ラインのための回路ブレー
カがシステムのトリップに電力供給する場合である。かかる例では、ＯＳは、現在の検査
が再起動に応じて再開されるように、シャットダウンを自動的に実行する（図２ａ及び図
３ａ）。
【０１１１】
代替的に、バッテリ容量が十分である場合、超音波システムは、その点でシャットダウン
が自動的に実行されるバッテリが実質的に放電されるまで、バッテリにより完全なアクテ
ィブ状態で電力供給される。比較的大量のエネルギーを消費し、ディスプレイ及びスキャ
ンヘッドのトランスデューサドライバのような、揮発性ストレージにおいて重要なデータ
を保持していない装置は、シャットダウンして、殆ど即座に再起動するための能力をなお
提供しつつ、バッテリ電力を保持することができる。はじめの例で、超音波システムが産
科の棟に到着し、プラグが差し込まれ、ＯＮボタンが押されたとき、実際に即座にスキャ
ニングの準備が整う。
【０１１２】
超音波システムがバッテリバックアップ電力を含まない実施の形態では、上述した遅延の
幾つかをなお回避することができる。たとえば、電力供給システムにおける十分なサイズ
のキャパシタは、十分なエネルギーを保持して、バッテリのバックアップがない場合であ
っても、ＯＳのシャットダウンシーケンスを保持することができる。エネルギーを保持す
るかかる容量は、規則的なシャットダウンを完了するために必要とされる時間について、
ＣＰＵボードに電力を供給することができる。
【０１１３】
オペレータは、ＯＦＦボタンを押し、壁から交流プラグを引き、超音波システムを移動し
始めることができる。容量性ソースは、この時間の間にシャットダウンのための電力を提
供する。ＣＰＵボードが通常のチャットダウンの完了の前に交流電力が損失されているこ
とを感知した場合、ＯＳは、ディスプレイ、トランスデューサドライバ、プリンタ及びレ
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ができる。
【０１１４】
次いで、電力を蓄積する容量は、データ構成要素及びプロセッサを迅速であるが規則的な
やり方でシャットダウンするために保持することができる。このシャットダウンシーケン
スは、ＣＰＵボードのＣＰＵ及びＲＡＭを含む、超音波システムにおける全ての構成要素
のシャットダウンを完了により終了する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の概念により構築される超音波診断画像形成システムを形成しているブ
ロック図である。
【図１ａ】　図１の超音波システムを初期化するための方法を例示するためのフローチャ
ートである。
【図２ａ】　迅速に再起動することができるように、本発明の超音波システムを効果的に
オフにするための方法を例示するフローチャートである。
【図２ｂ】　迅速に再起動することができるように、本発明の超音波システムを効果的に
オフにするための方法を例示するフローチャートである。
【図２ｃ】　迅速に再起動することができるように、本発明の超音波システムを効果的に
オフにするための方法を例示するフローチャートである。
【図２ｄ】　迅速に再起動することができるように、本発明の超音波システムを効果的に
オフにするための方法を例示するフローチャートである。
【図３ａ】　本発明の超音波システムを迅速に再起動するための方法を例示するフローチ
ャートである。
【図３ｂ】　本発明の超音波システムを迅速に再起動するための方法を例示するフローチ
ャートである。
【図３ｃ】　本発明の超音波システムを迅速に再起動するための方法を例示するフローチ
ャートである。
【図３ｄ】　本発明の超音波システムを迅速に再起動するための方法を例示するフローチ
ャートである。
【図４】　インアクティブ状態にある本発明の超音波システムが遠隔地の問合せに応じる
ことができる方法を例示するフローチャートである。
【図５】　インアクティブ状態にある本発明の超音波システムが所定の時間でスキャニン
グの準備を自動的に行う方法を例示する図である。
【図６】　本発明の超音波システムがインアクティブ状態の間に低電力消費の状態をとる
方法を例示するフローチャートである。
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